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会社のプロフィール会社のプロフィール

平成21年7月31日現在

商号 株式会社精養軒

本社 東京都台東区上野公園4番58号

代表者 取締役社長　永岡　公

創業 明治5年4月14日　  設立    大正7年1月21日

資本金 1億3,140万円

売上高 37億700万円

従業員 205人
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会社の沿革会社の沿革

明治5年4月 築地采女町32番地（現在の中央区銀座5丁目）に創業

明治9年4月 上野公園の開園と共に西洋料理店として、園内に支店を開業

大正7年1月 会社設立

大正12年9月 関東大震災により築地本店焼失、上野へ拠点を移す

昭和36年11月 上野本店の建物改築が完成

昭和38年6月 株式公開　店頭登録（現ジャスダック）

平成7年4月 増資株式分割（株式配当）１株を1.2株へ変更

平成11年6月 1単元の株式の数を1,000株から100株へ変更

平成15年10月 上野本店リニューアルオープン

平成16年4月 東京都美術館に支店を開業（店名「ラ・ミューズ」）

平成17年11月 市川市東山魁夷記念館に支店を開業（店名「市川白馬亭」）

平成18年4月 国立科学博物館に支店を開業(店名「ムーセイオン」）

平成21年5月 東工大蔵前会館に支店を開業（店名「ロイアルブルー精養軒」）



株式会社 精養軒

3

当社は、フランス料理を主体としたレストラン・宴会場・結婚式場等を経営し
ております。

事業内容事業内容

グリルグリル

 

フクシマフクシマ

明治の文豪がこよなく

 愛した伝統のフランス

 料理を提供。
カフェランカフェラン

 

ランドーレランドーレ

『ハヤシライス』で親し

 まれているレストラン。



平成22年1月期 第2四半期
決算概要
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平成22年1月期
 

第2四半期の総括平成22年1月期
 

第2四半期の総括

当上半期の取り組みといたしましては、本年３月下旬から
東京文化会館店のリニューアル工事を行い、お客様がより快
適に寛げる飲食スペースとしてレストランとカフェテラスの
強化を図り、同年4月から営業を再開しました。また、同年5
月下旬には大岡山駅（東急大井町線）前に新設された東工大
蔵前会館内にレストランを出店しました。
この結果、当上半期の売上高は、厳しい環境下のもと宴会

が減少し1,838百万円（前年同期比：5.2％減）となりまし
た。経常利益は内部統制システム構築の費用や新規出店およ
びリニューアル費用等がかさみ13百万円（前年同期比：
84.1％減)、四半期純利益は8百万円 (前年同期比：90.1％
減）となりました。



株式会社 精養軒

6

貸借対照表貸借対照表

（単位：千円）
平成21年1月期
第2四半期

平成22年1月期
第2四半期

増減

流動資産 1,514,617 1,465,834 △ 48,783

固定資産 3,410,746 3,272,646 △ 138,100

資産合計 4,925,363 4,738,480 △ 186,883

流動負債 388,549 348,176 △ 40,373

固定負債 1,122,385 1,061,737 △ 60,648

負債合計 1,510,934 1,409,913 △ 101,021

資本金 131,400 131,400 －

資本剰余金 4,330 4,330 －

利益剰余金 3,055,417 3,027,428 △ 27,989

自己株式 △ 20,137 △ 20,278 △ 141

株主資本合計 3,171,010 3,142,880 △ 28,130

評価・換算差額等合計 243,419 185,687 △ 57,732

純資産合計 3,414,429 3,328,567 △ 85,862

負債純資産合計 4,925,363 4,738,480 △ 186,883
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損益計算書損益計算書

（単位：千円）
平成21年1月期
第2四半期

平成22年1月期
第2四半期

増減

売上高 1,938,204 1,837,749 △ 100,455

売上原価 827,552 807,576 △ 19,976

売上総利益 1,110,651 1,030,173 △ 80,478

販売費及び一般管理費 1,040,043 1,030,031 △ 10,012

営業利益 70,608 142 △ 70,466

営業外収益 15,022 12,953 △ 2,069

営業外費用 3,365 － △ 3,365

経常利益 82,265 13,095 △ 69,170

特別利益 3,299 1,538 △ 1,761

特別損失 － 4,912 4,912

四半期純利益 84,364 8,361 △ 76,003
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キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）
平成21年1月期
第2四半期

平成22年1月期
第2四半期

増減

営業活動による
キャッシュ・フロー

193,703 105,090 △ 88,613

投資活動による
キャッシュ・フロー

394,495 9,656 △ 384,839

財務活動による
キャッシュ・フロー

△ 463,214 △ 13,006 450,208

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

124,984 101,739 △ 23,245

現金及び現金同等物の
期首残高

713,926 510,545 △ 203,381

現金及び現金同等物の
四半期末残高

838,910 612,284 △ 226,626



平成22年1月期　業績予想
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平成22年1月期
 

業績予想平成22年1月期
 

業績予想

上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、

 
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。

（単位：百万円） 21年1月期実績 22年1月期予想 増減

売上高 3,707 3,664 △ 43

営業利益 54 12 △ 42

経常利益 77 34 △ 43

当期純利益 74 28 △ 46

EPS（円） 28.46 10.76 △ 17.70

EPS＝1株当たり当期純利益
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経営方針と今後の取り組み経営方針と今後の取り組み

経営方針

  当社は、明治５年以来、永年育んだ西洋料理を堅持しつつ、「より良き内容・より
良きサービス」をモットーに食文化発展を追及し、食材・質の充実向上を常に心掛け
ております。経営戦略といたしましては、各営業店の地域特性と多様化する顧客の
ニーズを的確に把握し、季節感あふれるメニューによりリピーター化促進、ディナー
時の集客効果を課題に売上目標の達成並びに財務体質の強化を図ってまいります。

今後の取り組み

　安心できる食材の提供を徹底しつつ、当上半期の宴会減少分を補うため、ビアガー
デンの営業期間を延長し売上確保に努めます。また、婚礼企画を見直し新たなプラン
を本年9月よりスタートさせており、積極的に婚礼獲得の機会を広げております。
さらに、宴会部門では同窓会や七五三など様々なニーズに合わせたプランをはじめ、
年末年始の「忘・新年会シーズン」に向けた営業活動をホームページやダイレクト
メールを中心に推進してまいります。
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売上高・経常利益の推移売上高・経常利益の推移
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売上高 3,658 3,762 3,713 3,707 3,664

経常利益 108 183 90 77 34

18年1月期 19年1月期 20年1月期 21年1月期 22年1月期予想

上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、

 
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。



株式会社 精養軒

13

EPSの推移EPSの推移

EPS＝1株当たり当期純利益
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EPS 35.01 △ 102.65 31.39 28.46 10.76

18年1月期 19年1月期 20年1月期 21年1月期 22年1月期予想

上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、

 
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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本資料に関するお問い合わせ本資料に関するお問い合わせ

TEL ： 03-3821-2181
E-mail ： soumu@seiyoken.co.jp

株式会社精養軒
総務部総務課
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